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全ての企業不動産へのソリューションを通じて、
日本の経済・産業に貢献する。

Contribute to Japanese economy and industries by providing solutions for all types of corporate real estates

企業理念

不動産テックを活用しながら企業間の不動産ニーズのマッチングを通じて、
大手の不動産プレイヤーが取り扱わないコンパクトサイズの企業不動産(CRE：Corporate Real Estate)を

大切に再生するという想いを「Ｃｏｍｐａｃｔ ＣＲＥ ｆｏｒ Ｒｅ Ｂｏｒｎ」として、
その頭文字を取って「ＣＣＲｅＢ  –ククレブ– 」と名付けたのが当社の由来です
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CRE戦略とは

CRE：Corporate Real Estate

CRE戦略とは

企業が事業を行うために保有・利用している
不動産（企業不動産）を
不動産の側面だけでなく経営戦略や財務戦略とあわせて
取得・売却・活用する取組み



© 2024 CCReB Advisors Inc.

今後成長が期待できるCREマーケット

CRE に関する各種指標と近年のトレンド

 約524兆円
 約128兆円
  88%

  資本効率向上

民間法人の保有不動産のストック

うち上場企業（約3,900社）の保有不動産のストック

CRE戦略を必要と考える企業の割合

資本効率を意識した不動産の活用トレンド
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ビジネスモデル

経営課題にひもづいた
CREに関する多種多様なニーズ

サプライチェーン
改革

物価高騰

PBR1倍割れ

資産圧縮

遊休資産活用資本効率向上

資金調達
資材高騰

CF創出

ポートフォリオ
再構築

不動産テックビジネスCREソリューションビジネス

プロジェクト
マネジメント 不動産仲介B/Sを活用した

不動産投資・賃貸

CRE
アドバイザリー

CREファンド
組成

不動産テックのサブスクリプション収入を得ながら、
自ら不動産テックを活用し企業に対するCREソリューション事業を展開

不動産テックシステムをCREソリューションビジネスに活用することで
企業のCREニーズに対し、2つのビジネスが有機的に連携
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不動産テックシステム - CCReB AI -

難易度の高いCREマーケットに対し、膨大な企業データを可視化することで
潜在的なニーズを網羅的に掘り起こすCRE営業支援ツール

中期経営計画書

有価証券報告書

財務データ

AIを活用した
分析エンジン

潜在的にCREニーズの
ある企業を自動抽出

スコア・経営方針を指標にCRE提案先を選定

- CCReB AI 画面 -

(ククレブ エーアイ）

企業の開示資料を自動で取り込み

コーポレート
ガバナンス報告書

サステナビリティ
レポート

IR資料
企業毎の不動産ニーズを

定性情報×定量情報に基づき
スコアリング表示
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不動産テックシステム - CCReB CREMa -

情報の非対称性・秘匿性により、これまで流通せずに点在していた不動産情報を
集約し、コンパクトCREマーケットの流動化を促進させる
物流施設・工場などの事業用不動産に特化したマッチングシステム

企 業

設計・建築会社 金融機関

不動産売却情報

増床ニーズ

独自の
マッチングエンジン

賃貸情報

開発用地ニーズ

拠点新設・閉鎖・
移転ニーズ

遊休資産の有効活用
ニーズ登録情報に対するマッチング

結果をスコアリング表示

秘匿性を保ちながら全国のユーザー/物件情報とマッチング

- CCReB CREMa画面 -

(ククレブ クレマ）

不動産会社

CREに関する売買・賃貸等の
あらゆるニーズを収集
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サービス提供フロー

蓄積したノウハウとテックシステムをドライバーに難易度の高いCREマーケットを開拓

情報入手 ディールメイク トランザクション

CREに関する6,000件(注)を超える
売買/貸借ニーズを蓄積

注：2024年11月末時点

PBR1倍割れ
資産圧縮

遊休資産活用
ポートフォリオ

再構築

CCReB AIに蓄えられた
企業における多様な潜在ニーズ

背景にある
経営課題を踏まえた
ソリューションを提案

登録ニーズに
自動的にマッチング

マッチングに基づき
効率的アプローチ

プロジェクトマネジメント

不動産仲介

B/Sを活用した
不動産投資・賃貸

CREアドバイザリー

CREファンド組成
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経営方針の確認
(営業戦略・財務戦略)

ポジショニング整理
(資産価値×築年数×稼働率等)

会社の将来的な
財務見通しの把握

保有資産簿価と
マーケット価格の把握

施策の検討

施策の実行による
P/L,B/S影響の確認

施策検証現状把握 前提確認
戦略立案（経営戦略・財務戦略・CRE戦略）

拠点情報の確認

東証プライム上場企業の資本効率向上
を意図した保有不動産CRE戦略の策定

業 種 卸売業

保 有 不 動 産 全国１９拠点

経 営 課 題 成長投資による業績拡大
キャッシュ創出

事例：CREアドバイザリー
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ゼネコン選定

ゼネコン選定、入札要
綱の作成から入札結果
評価まで一連の対応

プラン・仕様検討

商業施設×物流施設
の複合不動産を計画
入居予定テナント要望
も踏まえた計画調整

有効活用相談 テナント誘致 施工中の全体統括 竣工

収支確定(入居テナント
の確定)が出来ないと、
開発の意思決定が困難

テナントを誘致し、ゼ
ネコン発注にあたり定
期建物賃貸借予約契約
を締結

施工期間中に発生する
設計・仕様調整に関す
る助言、協力会社によ
るコンストラクション
マネジメントも実施

東証プライム上場企業の遊休地を
有効活用による賃貸収益物件化

業 種 陸運業

保 有 不 動 産 数十年に渡る分譲遊休地

経 営 課 題 不動産業強化による
本業外での安定収益確保

事例：プロジェクトマネジメント
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高い参入障壁と独自のポジショニング 

潜在ストック量に比べ情報流通量が少ないコンパクトCREマーケットにフォーカス

注1：国土交通省「法人土地・建物基本調査（2018年）」を基に、当社にて民間企業の保有する土地建物の資産総額を算出。「研究開発施設」は調査分類に無いため金額は不明。
注2：2023年1月から同年12月に開示された全上場企業の有価証券報告書において「主要な設備の状況」に記載された土地・建物及び構築物のうち、1件あたり帳簿価格20億円以下の不動産の合計額を当社にて集計。

多

情報の非対称性・秘匿性により
難易度の高いマーケット

潜在ニーズに対する提案型営業・・ 顕在化した案件(売り出し案件)に対するコモディティ営業・・
少

オフィス
101.0兆円

商業施設
47.5兆円

レジデンス
49.6兆円

研究開発施設
―

工場
64.4兆円

物流施設
17.2兆円

民間法人の保有不動産のストック内訳(注1)

案
件
あ
た
り
の
金
額
規
模

不動産情報流通量
小

大

中堅不動産会社
• 大手不動産会社と競合しない中規模案件を取り扱う
• ニッチアセットを取り扱う企業は限定的

大手不動産会社
• 大規模な案件を志向
• 一部ニッチアセットを取り扱うものの、メインはコモディティ

中小不動産会社
• 主にレジデンスを取り扱う

（参考：上場企業が保有する簿価20億円以下の
 不動産ストック約12兆円(注2)）

コンパクトCREマーケット
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株主還元の考え方

配当に関する基本方針 事業資金への活用、内部留保の充実を最優先とし
株主利益最大化と内部留保のバランスを図りながら配当

2025年8月期 予想配当金 1株当たり20円(予想）

配当金支払予定：2025年11月


	企業理念
	CRE戦略とは
	今後成長が期待できるCREマーケット
	ビジネスモデル
	不動産テックシステム 　　- CCReB AI -
	不動産テックシステム 　　- CCReB CREMa -
	サービス提供フロー
	事例：CREアドバイザリー
	事例：プロジェクトマネジメント
	高い参入障壁と独自のポジショニング 
	株主還元の考え方

